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１．緒言 

現在、社会人として様々な課題を抱えながら働くことを余

儀なくされている働き手が多くいる。日本の労働制度と働き

方の課題としては、正規・非正規の不合理な処遇の差、長時

間労働、単線型の日本のキャリアパスである（首相官邸 働

き方改革実行計画 抜粋）。これからの問題に対して政府は、

「働き方改革実行計画」（平成 29年 3月 28日決定）を実行

した。働く人の視点に立った働き方改革の意義とは、労働制

度の抜本改革を行い、働く人が、より良い将来の展望を持ち

得るように労働生産性を改善することである。 

この改革の柱の一つである「長時間労働の解消」という観

点から、運動部活動の顧問を担当することにより長時間勤務

を余儀なくされている教諭の働き方にも注目が集まっている。

教師自身の負担としては、学校の週 5日制の導入で土曜日が

休みになることに伴い、教員への平日の多忙さが増した。日

常の一般教養の指導に加えて不慣れな部活動を受け持つこと

により、教員の時間外労働は増え続けている。部活動の顧問

に関しては専門知識を勉強する時間も時間外業務となってお

り、教員の自由を奪っている。 

このような背景から、スポーツ庁では、運動部活動顧問の

働き方を改善し、生徒のニーズに合ったスポーツ環境を構築

するように、運動部活動が地域環境、各学校、各競技種に応

じた多様な形で最適に実施されること目的として「運動部活

動の在り方に関する総合的なガイドライン」を策定した。 

ガイドラインに定められている項目は、以下の通りである。 

１ 適切な運営のための体制整備 

２ 合理的かつ効率的・効果的な活動の推進のための取り組

み 

３ 適切な休養日の設定（週 2日休養日） 

４ スポーツ環境の整備 

５ 学校単位で参加する大会等の見直し 

 これらの内容は全国の教育委員会を通じて各県に合わせた

形で各市町村各学校へと落とし込まれている。しかし、ガイ

ドラインの内容は運動部活動の種類や学校の校風、地域関係

などの違いを考慮しておらず、現場での実現には課題が多く

あるのが現状である。 

 高知県運動部活動ガイドライン（高知県教育委員会、2018）

にも同様に、「適切な運営のための体制整備」という項目があ

るが、特に少子高齢化が進む高知県では、人材不足と政策を

実行させるのに必要な資金不足が課題になっている。 

 そのような中、教員の運動部活動に関する負担を軽減する

ため、全国で成果が注目されているのは外部講師派遣という

対策だ。外部講師とは、学校の授業や部活動の指導およびそ

の補助のために登用される学校外の人材のことである。少子

化に伴う教員数の減少や専門的な指導を行う事ができる運動

部活動等の指導者不足を補うため、スポーツ庁、文部科学省、

笹川スポーツ財団などの多数の団体、または各県が運動部活

動における外部講師の充実を図ることを推進している。効果

としては、外部講師を活用することで、学校での運動・スポ

ーツの指導を多様化させ、教師の専門性を確保し部活動指導

よる負担を軽減させることが挙げられる。 

全国でもいくつかの事例がある。千葉県の教育委員会は「ス

ポーツエキスパート」という人材派遣バンクの運営している。

専門的な指導力を備えた指導者を必要とすることにより、子

どもたちのスポーツ機会を豊かにし、生涯にわたりスポーツ

を親しむ基礎を培うとともに、運動部活動と地域社会との連

携を図ることを目的に活動している。（千葉県教育委員会 

2019）。また、埼玉県では大学生をインターンシップとして、

運動部活動派遣する仕組みが確立している。中学生や高校生

がスポーツにふれあう貴重な場である運動部活動に、専門性

を有する大学生等を指導者として派遣し、生徒とともにスポ

ーツを体験し、スポーツの持つ素晴らしさを伝えることで、

青少年の健全な育成を図ることを目的としている。将来、埼

玉県の教員を目指している大学生を対象としている。すでに

中学校スポーツエキスパート事業も設立されているため、そ

れとの同時登録も可能となっている。（埼玉県庁 2019） 
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全国の外部講師派遣率は、運動部活動の外部講師を活用し

た中学校の割合は約 74％（スポーツ庁 2016）であった。そ

れに対し、中学校運動部活動の数に占める外部指導者の割合

は約 25％であった。（文部科学省 2017）つまり、学校単位

では普及しているが部活動単位では普及していないことが分

かる。 

 対して、高知県における外部講師普及は、県の強化指定校

への優先派遣は進んでいるが、現状、全体像を把握できる資

料は確認できなかった。 

 

２．目的 

 本研究では、高知県における運動部活動外部講師普及率の

実態を明らかにし、課題を明らかにすることを目的とする。 

 

３．研究方法 

 本研究では、まず高知県教育委員会と県庁スポーツ課を対

象にヒアリング調査を行った。教育委員会への調査内容は、

高知県下の中学校内の運動部活動指導者の現状とガイドライ

ンの浸透率、外部講師派遣の現状であり、調査日程は 2019

年 10月 7日であった。県庁スポーツ課への調査内容は、外

部講師派遣に関する課題と指導者バンクに関する見解につい

てであり、調査日程は 2019年 10月 24日であった。 

 

４．結果と考察 

４．１教育委員会からのヒアリング調査結果 

まずは、中学校の運動部活動の現状について、高知県教育

委員会保健体育科職員（2名）にヒアリングを実施した結果

を以下にまとめる。 

 

４．１．高知県においての中学校の運動部活動の現

状 

 スポーツ庁の策定したガイドラインが策定後間もないとの

ことから進行中という学校が多かったが、ガイドラインの認

知率は高く、市町村で 90％普及、各学校で 98％普及してい

たことがわかった。しかし、ガイドラインの内容は多様な学

校事情や地域環境に合わせて作られてはおらず、現場に落と

し込むには時間がかかり、他の業務との狭間で対策が遅れる

結果となるケースが多い。また、各学校でガイドラインに対

する期待度が異なり、期待度の高い学校に対しては、教育委

員会が練習内容の変更や、時間短縮練習の成功例などのレク

チャーを教育委員会が実施する段階にある。 

 

４．１．２外部講師派遣体制と普及率 

 

表１．外部講師派遣の現状と受け皿の多様性 

 支援員 指導員 

業務内容 

技術専門〇 

引率× 

雇用× 

責任委託× 

研修 2回 

技術指導〇 

引率〇 

雇用〇 

責任委託〇 

研修 3回 

普及率 

中学校 

8市 5町 1村

31校81部52

名 

県立 2校 3部

2名 

5市 3町 14

校 27部20名 

 

県立 4校 7部

5名 

 

高校 
県立 19校 55

部 57名 

県立 17校 23

部 23名 

メリット 

専門知識の

勉強する手

間を省ける

が、教師の時

間的拘束を

緩和する対

策にはなら

ない 

時間講師と

同じ扱いが

でき責任を

任せられる 

 

 

次に、外部講師の派遣体制として、教育委員会は受け皿を

支援員と指導員と分け多様化を行っている（表 1）。支援員と

は、技術専門の指導者であり、引率などの責任委託をしない

ため、責任問題などの危険はないが、雇用はしていないため

ボランティア活動に近い。学校側は教員に専門知識がない場

合、指導員に補助してもらうことにより、専門知識を勉強す

る時間の手間が省け、他の教員業務の負担にならないという
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利点がある。しかし、支援員の指導中、教員が席を外すこと

が出来ないため、時間的拘束を解くことはできない。対して、

指導員は技術指導に加え引率などの行為ができるが、責任委

託されるためリスクが高い。指導員は、県に雇用されるため、

収益事業として活動することが可能である。学校側には時間

講師と同じ扱いとなるため責任を任せられ、完全に教員が部

活動顧問として担当することがなくなるというメリットがあ

る。 

 中学校の運動部活動普及率は、支援員が 8市 5町 1村 31

校 81部で 52名が派遣されており、県立中学校には 2校 3部

2名が派遣されている。指導員は 5市 3町 14校 27部で 20

名派遣されており、県立中学校には 17校 23部で 23名が派

遣されている。 

 

４．１．３高知県の外部講師派遣に関する課題 

 外部講師派遣は、高知市内には行き届いている現状がある

が、中山間地域には人材不足と受け入れ側の市町村の資金不

足によって指導者の受け入れが難しいのが現状である。こう

した課題を解決する方法として高知県では、県庁スポーツ課

が指導者バンクを運営している。指導者バンクについては、

次項の県庁スポーツ課へのヒアリング調査において、現状と

課題を調査した。 

 

４．２県庁スポーツ課からのヒアリング調査結果 

次に、高知県の外部講師派遣に関する課題と、スポーツ課

の運営する指導者バンクに関する見解を県庁スポーツ課職員

（2名）にヒアリングを実施した。 

高知県スポーツ指導者バンクとは、さらなる競技力向上や

地域におけるスポーツ活動の拡充を目指して、多様なスポー

ツ活動へスポーツ指導者を提供することを目的に、指導者の

登録及び紹介を行うものである（高知県庁ホームページ 「高

知県スポーツ指導者バンク」より抜粋）。 

４．２．１高知県の外部講師派遣に関する課題と指

導者バンクに関する見解 

まず、外部講師派遣の実態として、スポーツ課、教育委員

会、スポーツ協会に分かれ各部署が外部講師派遣場所を分担

している現状が確認できた。 

表２は、各部署における外部講師の派遣場所をまとめたも

のである。スポーツ課は、地域派遣に力を入れ総合型地域ス

ポーツクラブ・企業の運動クラブに派遣を進めており、教育

委員会は、中体連、高体連、高野連と連携し主に学校の部活

動への外部講師派遣に力を入れている。スポーツ協会は、学

校の部活動と総合型地域スポーツクラブどちらにもアプロー

チをしていることが分かった。 

 

表 2．各部署における外部講師の派遣場所 

スポーツ課 

スポーツ少年団 

企業 

民間クラブチーム 

学校 

教育委員会 学校 

スポーツ協会 
民間クラブチーム 

学校 

 

しかし、各部署の連携が滞っており、それぞれの強みがう

まく活かされていない。指導者バンクは一つの窓口だが、派

遣先によって各部署に担当が振り分けられているため、各部

署の情報共有が現状より改善できれば、指導者バンクは今以

上に活性化すると考えられる。 

例えば、学校の部活動と総合型地域スポーツクラブが連携

できれば、民間団体が学校現場に入りこむことができ、部活

動を学校から解放できる可能性もある。学校の教諭も、部活

動指導を行う者は外部講師と同様に雇用でき、指導者が必要

な学校は外部講師派遣を行っていくというのが理想だ。総合

型地域スポーツクラブはこのような目的で作られたが、20年

近くたった今でも明確な結果が示されていない。縦割りの構

造を解消することが実現すれば、現状も打破されるのではな

いだろうか。 

さらに、現在県庁スポーツ課が企画しているのは、高知県

の中山間地域の指導員調査である。それによって、潜在的な

地域の指導者の開拓を予定している。縦割り構造の解消と共

に、これが進行すると外部講師派遣の行き届きにくい中山間

地域へのアプローチも変わっていくのではないだろうか。  

 

５．結果まとめ 

教育委員会と県庁スポーツ課からヒアリングした結果を以下
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にまとめる。 

 まず、教育委員会へのヒアリングからは、ガイドラインの

浸透率について、高知県内では広く認知はされているが策定

後間もないため進行中の学校が多いことが明らかとなった。

次に外部講師の普及率については、高知市県内の必要な場所

には配置されているが、中山間地域は人材確保に苦しんでい

る。人材確保の対策としては、外部講師を支援員と指導員に

分け募集している事が分かった。 

県庁スポーツ課は、外部講師派遣において地域派遣に力を

入れており様々な形でアプローチしている事が分かった。県

庁内でもスポーツ課、教育委員会、スポーツ協会で繋がりの

深い派遣場所に合わせて分担している。しかし、各部署の情

報共有ができていない。これらの各部署の連携が取れ、円滑

に情報が共有されていけば、スポーツ課の運営する指導者バ

ンクに大きく反映され今以上に活性化されることが期待でき

る。 

これからは潜在的な指導者を見つけるべく、中山間地域で

の指導員調査が開始される、潜在的な指導者を雇用すること

で指導者バンクの底上げを図る。県庁スポーツ課は外部講師

制度の魅力を高め指導員たちに伝え広めていく必要がある。 

 

 

６．対策と提案  

 ヒアリングの結果から高知県の抱える問題が大きく分四つ

見えてきた。この問題に対しての対策提案も行っていく。 

一つ目は、圧倒的な人材不足である。高知県自体の人口減

少にともない、一般企業でも人材不足が問題となっているた

め、社会人が外部講師として働く時間は無くなってきている

と考えられる。例えば、複数の企業が 1人の外部指導ができ

る若者を雇用する仕組み作りが完成されれば、人材不足も改

善されることが考えられる。しかし、現在の仕組みを大きく

変えるには膨大な時間がかかるため、大学学生への外部講師

派遣制度の普及も望ましいであろう。大学と県庁が連携をし、

指導者バンクの下請けとして大学のサークル活動を確立する

ことが出来れば、学生同士のネットワークを活かし安定的な

人材確保が実現する。さらに、急遽必要となった際の人材と

して役立つ利点がある。学生側としても研究において地域と

スポーツの関係、子どもの体力・運動能力などをヒアリング

調査やアンケート調査を行う場として活用できる。 

 二つ目は、外部講師への賃金が安価なことである。外部講

師の業務は、主軸の仕事と掛け持ちするには負担が大きく、

さらに、外部講師のみでの生活はまだ現実的には難しい。外

部講師派遣の活動が仕事として確立されれば、現在他の仕事

と合わせて外部講師を行っている人は外部講師のみに集中す

ることが出来、活動自体がスムーズに進むことが考えられる。

ただし、県が各学校へ派遣する人材を1人雇用すると年間500

万かかることもネックであるため、まず、賃金を上げること

から考えても良いだろう。賃金は現状、1時間 1500円と設定

されている。外部講師派遣が重要視されている大阪府が 1時

間 2500 円であるのに対し、1000 円も時給に差が出ている。

高知県は外部講師の重要性を認め、地位向上を図るべきであ

る。 

 三つ目は、潜在的な指導者と指導者バンクのニーズが合っ

ていないことである。特に中山間地域においては人材不足に

伴い、指導員不足が深刻化しており、単独の学校での活動が

困難となっている。しかし、指導者バンク加入者は高知市内

の活動が主となっている場合が多く、高知からの派遣は難し

い。現地で指導者を発掘していき、指導者バンクの根を広げ

る対策が望ましいと考える。 

著者が 3年生次に行った高知県内の中学校の運動部活動顧

問を対象としたアンケート調査とヒアリング調査では、高知

市内の中学校では地域との連携が不十分であり、対して中山

間地域では指導者不足が深刻化している分、教員が対策とし

て近隣の学校同士で連携し、指導者の共有や地域間の協力が

盛んに行われている現状を確認することが出来た。この結果

に今回調査した県庁スポーツ課、教育委員会の現状把握調査

を加えていくと、地域間の連携は取れていない高知市内は外

部講師派遣が進んでおり、少なからず外部講師派遣が難しい

中山間地域では地域間連携で補われている現状があることが

分かる。中山間の地域間連携や高知県の人口中央集合型など

により現状は保たれているが、現在のまま何も対策を取らな

ければ人口減少が進み特に中山間地域では、地域間連携も限

界に達するだろう。今できる事として、高知市内に関しては、

中山間地域の地域間連携がどのような方法で現状を維持して

いるのかをまとめどの地域でも応用できるよう準備していけ

ば、いざという時、即急に対応できるようになる。中山間地



5 

 

域では、地域間連携に県庁介入しマネジメントを加えること

で更なる学校同士の連携や、地域間連携が実現する。また、

高知市内とも円滑に連携できるようになるのではないかと考

える。 

四つ目は、外部講師派遣制度全体のマネジメント不足であ

る。担当機関同士の情報共有不足も問題だが、一つの機関が

担当することが多岐にわたり情報が混乱している印象をもっ

た。提案としては、専門の担当職員を配置することにより構

造もわかりやすくなり、情報が最大限に活かされる環境がで

きるのではないのではないかと考える。現在の外部講師派遣

の窓口としては、県庁ホームページのウェブサイトから能動

的に応募する手段しかない。そこで、オフィシャルのウェブ

サイトに加えて人材候補と繋がりの広い人材を雇用し、人材

ネットワークを広める。直接コンタクトの取れる人材が県庁

内専門機関として在籍していれば円滑な人材確保につながる

のではないだろうか。 

 

７．結論 

 現在、中山間地域では地域間連携によってスポーツ環境が

保たれているが、人材減少と資金不足になるのは時間の問題

である。高知市内は現在の中山間地域と限りなく近づいてい

る為、中山間地域の今行っている対策を模範としていく必要

がある。中山間地域においても、外部講師派遣制度普及を進

めると同時に、潜在的な指導者を見つけ指導者として開拓す

る必要がある。高知県中山間地域から高知市内というように、

人口減少などの課題は今後少しずつ広がっていく。日本全体

としても同様の課題を抱えているため、高知県内でこの対策

を解決することで、日本全体に応用することができるのでは

ないだろうか。 
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